
１)「子ども・若者における居場所の再考」

講演　辻 幸志氏

　　　(NPO法人こうべユースねっと理事長)

人それぞれの個性を讃え合い、共に生きる社会の実

現を目指し、青少年が社会との関わりを自覚しなが

ら自立・自己実現できるように支援する目的でNPO

法人 こうべユースネットを設立。

家庭・学校(職場)と異なる第3の心の居場所＝サード

プレイスは体験や多世代の人とコミュニケーション

を持つことによって大人になるための準備をすると

ころであり、自己肯定感を育み豊かな人間性を学ぶ

所でもある。

様々な課題や困難な状況を抱える青少年や、何事も

おざなりにされやすい目立つことのない青少年に継

続的に寄り添うことで「自己肯定感や自己有用感」

「生きる力」が育まれる。

２)シンポジウム

稲葉祐一朗さん(小山フリースクールおるたの家代表)

宗俊貴恵さん(フリースペースひよこの家卒業生)

高木修造さん(起立性調節障害の会理事長)

3人から「学校に行かなくてもだいじ(だいじょうぶ)」

というテーマで話を聞いた。

〈貴恵さんからの言葉〉

不登校の時、「生きているだけでいい」という母親

の言葉が一番うれしかった。

〈稲葉さんからの言葉〉

不登校の本人が何を求めているのか、時間をかけて

その何かを探せばいい。

待つ支援や見守りがどれだけ難しくて大切なのかを

実感した。
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